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The Recent Consumer Behavior - Obstructive Factors Perspective:












































情報量はこの 10 年間で 31.8 倍と爆発的に増加している 3)。その背景にはインターネット環
境の進展に加え、SNS とスマホの普及がある。60 代以上のシニア層のスマホ普及率もすで






























































































となる。ネット /SNS 社会では、評価サイトの点数や e-WOM を参照して知覚リスクを下げ









































































































えば、「計画的行動理論（Theory of Planned Behavior）」（Ajzen，1985）や、その前身である「合
理的行為理論（the theory of reasoned action ）」（Ajzen & Fishbein，1980）は、それ以前に提唱
された「多属性態度モデル」（Fishbein & Ajzen，1975）における態度と行動の乖離（モデル
としての当てはまりの悪さ）を修正する理論である。計画的行動理論では、ある行動に対す




































買に際して、知覚リスクが高い状況では SNS 上の e-WOM を、低い状況では EC サイト内の
e-WOM を参照する傾向があるという報告も存在する（Yan, Wu, Zhou, Zhang，2018）。
　 後に、④態度形成時点と行動時点の時間の差による態度と行動の不一致について論じる。
先述の「欲求流去」はまさにこの状況である。







































































　記憶へのアクセシビリティは通常、反応速度（response latency）で測定される（Fazio et al., 
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1) 「欲求流去の時代」（博報堂買物研究所，2016 年 2 月 23 日発表）https://www.hakuhodo.co.jp/
uploads/2016/02/20160223_3.pdf
2) 嘉悦大学「消費者行動論」講義の 2019 年春学期授業（5 月 7 日）で「欲求流去」経験があるか、






3) 出所：総務省「情報通信白書平成 30 年度版」、我が国のインターネット上を流通するトラヒッ
ク（ダウンロード）推定値の推移表の 2005 年と 2017 年を比較（単位 Gbps）
4) MMD 研究所調べ、出所：「シニアのスマートフォン利用推移調査レポート」、2019 年 1 月 24 日
https://mmdlabo.jp/investigation/detail_1771.html
5) 技研商事ホームページ（2019 年 6 月 26 日 15 時閲覧時点）https://www.giken.co.jp/glossary/huff_
model/
6) 調査によれば、メールやメッセージに対し常にすぐ返信しなくてはならないと考えている「即







































研究所『生活者の「行動の習慣化」モデルに関する第一回調査レポート』、2015 年 3 月 25 日発
表 https://www.hakuhodo.co.jp/archives/newsrelease/20803














19) 「他者の評価」に焦点をあててネット /SNS 社会のあり方を考えたときに、リースマンの「他







20) 検索エンジンで「もう古い」で検索をかけると 1億 2700万件、「Webマーケティング」と「もう古い」
では 2010 万件がヒットする（2019 年 8 月 24 日時点）
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